
・対 策 １／２． トーチ先端、ガスホース、配管である場合は継手部などの部位で露点または水分量をチェックす  
  る。チタン溶接では水分量を数ppm程度にしないとブローホールを完全には防止できないとも言われている。表1 
  に露点と水分量との関係(1)を示す。 
 
                      表1 露点と水分量との関係             単位:  volppm 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

溶接トラブル  ９． チタンすみ肉溶接のブローホール                                         (P.1/2) 

・事 例  ティグ溶接後にすみ 
   肉継手の表面を研削したら、  
         内部からブローホールが出 
        てきた。 
   開先は切削加工後に研磨  
  ・脱脂をしている。アフー 
  シールド、バックシールド 
  は実施。溶加材は使用して 
  いない。           

・原 因 溶接中に溶融池に入り込んだ不純ガスが、溶融金属の凝固前に外部 
   に逃げ出すことができずに閉じ込められたのがブローホールである。 
             従って、アーク雰囲気中に酸素・窒素・水素などの不純ガスを混入さ 
         せないことが重要となる。むやみにガス圧を上げると流速が速くなり、 
         乱流を起こしてシールドガス中に空気やほこりなどが混入する恐れがあ 
        るので、流速を落として流量を増すことが必要であるが、それでもブロー   
  ホールを防止できなければ、ガス経路に問題がある可能性が高い。  

 

℃ 0 -1 -2 -3 -4 -5 -6 -7 -8 -9 

0 6032 5553 5110 4698 4318 3965 3639 3338 3059 2802 

-10 2565 2346 2145 1959 1788 1631 1487 1354 1233 1121 

-20 1019 925.3 839.6 761.3 689.7 624.4 564.8 510.5 461 416 

-30 375 337.8 304 273.4 245.6 220.5 197.7 177.1 158.6 141.8 

-40 126.7 113.1 100.8 89.82 79.93 71.06 63.11 55.99 49.62 43.92 

-50 38.84 34.31 30.28 26.68 23.49 20.66 18.14 15.91 13.94 12.2 

-60 10.67 9.31 8.117 7.067 6.145 5.336 4.628 4.008 3.466 2.993 

-70 2.581 2.223 1.911 1.641 1.407 1.204 1.029 0.878.0 0.7479 0.6361 

-80 0.5401 0.4578 0.3874 0.3272 0.2759 0.2323 0.1952 0.1637 0.137 0.1145 

-90 0.0654 0.0794 0.0658 0.0547 0.0452 0.0373 0.0307 0.0253 0.0207 0.017 

-100 0.0138  ---  ---  ---  ---  ---  ---  ---  ---  --- 



・対 策 ２／２．  使用するガスホースの適正化 
   ホース材質には色々あるが、鋼の溶接で多用されるゴムホース(一般的には赤色をして 
  いる)は水分、酸素などの透過性が非常に高く、チタンの溶接では用いるべきではない。チタンの溶接ではハイ   
  シールドホースを含むテフロン系を用いるのがよい。表2にガスホース材質と透過性との関係例(2)を示す。 
                    
                 表2 水分及び酸素の透過性比較 
                        単位: 透過係数(cc・mm/sec・cm2・cmHg×1010) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
注: 「ブローホール」「ピット」「ポロシティ」はそれぞれ下記のようにJIS 
            用語で定義されている。 
      ブローホール: 溶接金属中に生じる球状又はほぼ球状の空洞 
      ピット:    溶接金属の表面に開口した小さなくぼみ穴 
      ポロシティ:  溶融金属中に発生したガスによって、溶接金属部に生じたブローホール及び芋虫状に表  
            面まで穴のあいたピットなどの総称 
      従って、この項目で記載するトラブル事例では、「ポロシティ」と称するのが正式ではあるが、ここで 
     は広く普及している「ブロホール」を採用した。 

溶接トラブル  ９． チタンすみ肉溶接のブローホール                 (P.2/2)  

ホース材質 水分 酸素 

天然ゴム 30000 230 

塩化ビニール 6300 6 

ポリエチレン 2100 59 

ナイロン 17000 0.38 

PTFE 500 59 

ハイシールドホース 0.03 0.024 
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